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出 口 泰 生**

1817年J.Keatsの 処 女詩集Poemの 出 版

の年は,い わば後期 ローマ ン派の出発にふ さわ

しU・年 であ った。Waterlooで 連 合軍 を率V・る

WelirltonはNapoleonを 破 り,英 吉利 の危機

は もはや遠 のいた感 があった。文壇 ではす でに

HenryJamesPyeは 死 し,RobertSouthyが

桂 冠詩人 の跡 をお い,一 般読者の趣 向は,次 第

にSirWalterScottの 中世ぶ りの詩歌 よ りも,

Byronの 近代 の毒 を含んだC履4魚70Z4に 向

いつつあ った。KeatsPoems刊 行 の前年 ユ8ユ6

年 は,Byronの('hillHaYOId(〕 砌'oIIIを は

じめ,LeighHuntの 既 θstoYyofRimini,

ColeridgeのKublaKhan,ShelleyのAZasteY

な どの新 しい詩が,続 々と世にあ らわれ ていた。

そ して17年 に はByronのManfredが 上 梓

された。

当時文壇 を大 き く動かす力 となっていた もの

は,LondonとEdinburghで 出 されてい る雑

誌 の批評 であ り,こ こに掲げ られ る作品の評価

が,一 般 読者 に影響力 をもっていた。なかで も

Lockhartの 編 集す る0〃 碗6吻1晦 即9伽 と
,

Blackwoodの 編 集 す るEdinbuYghReview

は,保 守 的な論陣 を張 りなが ら,そ れぞれ1万

2千(1)か ら4千 の発行部数を誇 っていた
。そ し

て他 にもHuntのExamineY,WillialnJerdan

のTheL舵 γ曜yGazette,ム 葱⑳Monthlyな ど
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(1)QuarterlyMagazineお よ びEdinburgh1協 α9-

a,zineの 発 行 部 数 は,EnglishLiterature1795-1837

(Oxford)に よ る 。

があ った。1817年TheTimesの 目刊 発行部

数 は八千 と推定 されてい る し,こ れ ら新 聞,雑

誌 の購読者 の数 は,当 時 の新 しい勢力 とな りつ

つあ った知識階級 の層 の厚 さを,明 らか に物語

ってい ると思 う。 しか しなが らこの時点 におい

ては,新 旧の交錯は,む しろ後者がその勢 ・を

得ていたのは,当 然 と言わねばな らないであろ

う。Scottの 小 説 の印税は,Lockhart(2)に よ

れば毎年1万 ポ ン ドを下 らない と言 われたのに

対 して,ShelleyのQueeni,は 僅 か二百五

十部 を出 したに過 ぎなかった。

Keatsの 処 女詩集Poemsが,六 シ リング と

い う値段 を表示 した白ラベル を付 けて出版 され

たのは,ヱ817年3月3日 の 月 曜 日 だ った。

Oxford通 りにほ ど近い,CavendishSquare

にあ る,C・J・Oilier社 か ら上梓 された のであ

る。011ier社 の 経営は,CharlesとJames

OUierの 兄 弟 で なされてお り,彼 らは ともに

LeighHuntの 周 辺にいた新 思想のシ ンパであ

ると同時に,ア マチ ュアの音楽家,詩 人で もあ

った。 この兄 弟はShe11eyの 詩 集Queen11/lob

を 上 梓 した こ ともあって,い わ ゆ る 当 時 の

`newpoetry'の 理 解者 であ
った。それ は彼 ら

がHuntに 交 誼 を得ていたか らであ って,こ

のKeatsの 処 女詩集 の誕生は,直 接 的 に も,

間接 的に もHuntの 影 響 を徐外 しては,考 え

られ ない であろ う。

まず この処女詩集の出版について,も っ とも

(2)Ibid;TheLiterarySceneof1915.に ょ る 。

(10)
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積極 的に押 し進 めていたのは,EnfieldAcade-

my以 来 の学友,CowdenClarkで あ った。彼

は早 くか らHuntのExaminer誌 の読者 とな

り,こ の気鋭 の評論家,詩 人Hunt(3)そ の人

とも親交 を結 ぶ よ うにな り,さ らにまたHunt

を通 じて011ierを 知 り,Clarkeは 友 人Keats

の詩 集 出版 の話 をOllierに 持 ち出 した ので あ

る。ClarkeはKeatsがEn丘eldに 在 学の時

か ら,す でにKeatsの 鬼 才 を認 め,Enfieldを

去 ってか らも相 変 らず 誠実 な友 と して,Keats

の詩 才を見守 っていた。1816年 の12A,Shel-

leyとKeatsは,は じめてHampsteadのHunt

の家 で顔 を合 わせ た。 たまたまKeatsがOl-

lierか ら近 い うち,処 女詩集 を出版す る とU・う

話 を,Shelleyに 伝 える と,彼 はそれ を屡 ら く

見あ わせ るよ うに 忠告 したのである。Shelley

に してみれば,同 じ出版社か ら出 した 自分の処

女詩集QueenMobが,保 守 的 な批評家か ら

悪言 を もって しか迎 え られ なか った事実があ っ

た。言 うまで もな く,KeatsはShelleyの こ

の忠告 に従 わなかった。彼 に とっては,そ うし

た保守的 な批評家 の悪評 は,充 分 に予想で きる

ものであった が,し か しそのよ うな好 ま しくな

い未来 を予想 して,現 在 の仕事 の手 を引 くよ り

も,未 来 に向 って少 しで もあるき出す こ と,そ

こに 自ずか ら自分 の道 が拓 けてゆ くと確信 して

V・た。Shelley(4)とKeatsと の 問には,V・ わ

ば交 わろ うとして も交 われ ない,不 思議 な運命

の糸のよ うな ものがあ ったよ うに思われ る。 こ

の両者 のあい だには環境や性格上 の差違 もか な

(3)Clarkの 父CharlesはEnfieldAcademyの

院 長 で あ り,父 が 早 くか らHuntのExaminerの 読

者 で あ っ た ので,こ の父 に感 化 を受 け てい た もの と思

われ る。

(4)E.Dowden:.TheLifeofPercyByssheShel-

ley(:・ ・)KeganPaulに1ま,ShelleyがKeatsに 真

の 愛 情 をい だ い て い な か った とあ る。

(11)

りあ った。後年ShelleyがHuntと と も に

Keatsを,彼 のMarlowの 私 邸 にながU・あい

だ滞在 をすす めた ときも,ま た伊太利 か ら同 じ

病U・に倒れたKeatsを 招待 しようとした とき

も,Shelleyの これ らの 厚意は 実 らなか った。

Keatsに と ってShelleyは,Huntの よ うな

先輩詩人 とV・うよ りは,ラ イバルであ り,Shel-

leyの 忠 告や擁護 をそのまま受け るには,彼 の

一本気 な独立心が さまた げに なったので ある。

さてKeatsの 処 女詩集は,Shellyの 忠 告 に

もかかわ らず,Clarkeの 温 かい友情 に支 え ら

れ て,意 外 に早 く日の 目を見 ることにな ったの

である。Clarkeの 友 情は,こ の詩集 の隅 々に

まで 行 き渡 っているこ とを 見 逃 してはな らな

い。 もともとKeatsを 詩 に向わ しめた大 きな

動機 をつ くった のもClarke(5)で あ った し,彼

の助言や援助が なければ,処 女詩集 は この よ う

な形で編 めなか ったか も知れ ない。また これが

一冊 の詩集 として世 に出 るまでには ,新 しい詩

人 としてShelley,Renoldsと ともにKeatsの

才能 をい ち早 く認 めたHunt(6)の 功 積 も 忘れ

るこ とが できない。 そ してByron,Shelleyに

っ ついて.こ の無名の新人の出版 を引き受けた,

新 しい出版 人 としての,Ollier兄 弟 の慧眼 をも

強調 しなけれ ばな らなV・。 彼 らはKeatsの 処

女詩集 の完成 の暁 に,新 しい詩人 の誕生 を祝 し

て,「Keatsよ,あ なたのその向上 してや まぬ

精神 を讃 えます」(7)と,書 き送 ったのである。

**

KeatsのPoeyns1817を み る と,次 のよ う

な特徴 が指摘 できる と思 う。 ひ とつ はこの詩集

(5)En丘eldAcademyで のKeatsの 詩 へ の 興 味

は,Clarkeに よ る も の と 考 え ら れ る 。

(6)Houtchens:LeighHunt'sLiteraryCriticism

(1956)ColumbiaU.P.pp.30-31.

(?)Bate:JohnKeats,(1963)HarvardU.P.p.

105.
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は,彼 の他 の詩集 に較 らべ て,そ れは大凡初期

の詩集 の特徴 としては一般的 な,自 伝的要素が

きわめて濃厚 だ とい う事実 である。つ ぎには比

較 的短詩が多 く,こ れ はむ ろん第一の特徴 と噛

み合 うのであるが,は っき りとした主題 をまだ

掴 んでい ない とい う点 である。 まず は じめに,

こ の詩集の 自伝的要素か ら考察 してみ よ う。

この詩集 にお さめ られた詩片のなかで,最 も

初期 の ものはImitationofSpenserで あ り,

これ の作 は1812年 とも1814年 と もいわれ る

が,今 目では後者の説(8)を とるのが常識 である。

す なわち詩人 が ユ9才 に 近 い頃 の 作 品である。

Keatsは1804年,父 親Thomasを 交 通禍で

失 くし,翌 年 には祖父JohnJenningsが 死 し,

六 年後 には実母Francisの 病 死に出会い,こ

の間に もふ た りの伯 父Thomasお よびMid-

gelyの 死 を 見送 ったのであ る。 だか らKeats

四人 兄弟,George,Thomas,Fannyに とっ

て,た だ ひ と りの 肉 親 は,Londonの 在,

Edmontonに 住 む 老 婆Aliceの み であった。

Keatsは1803年(こ の頃 はまだ父母は健在だ

ったが),パ ブ リック ・スクール,Harrowへ

の進学 をあき らめて,祖 母Aliceの 家 か ら,さ

ほ ど遠 くないEnfieldに あ る学校 に入学 した。

さてEnfieldの 自然 と風致 は,Shakespeare

の生 地Stratford-upon-Avonに も比較 され る

「村 落美の極致
」 といわれ るほ ど 美 しい 所で あ

る。そ こに 余 り 生 徒 数 の 多 くない,Clarke

Academyが あ った。 この学校 は生徒数 が少い

ので,教 師 と生徒,あ るいは生徒た ちのあい だ

に も,望 ま しい人間的 なつなが りが,つ ねに存

在 していた 。 校長 のJohnCowdenClarkは

立 派 な教師 で,新 しい 自由思想 にも理解 をもち,

(8)AllenWard:JohnKeats(1963)VikingPress

もBate:Ibidも1814年 説 を と っ て い る 。

詩歌 を愛 したが,Keatsに と って幸 わせ だ った

のは,こ のJ.C.Clarkの 息,Charlesとv・ う

よき友 を得た ことで ある。 この交友 は先 にも少

し触れ たよ うにKeatsがEn丘eldを 去 った後

まで もつづU・た ので ある。KeatsがImitation

ofSpenserを 書 いたの も,Clarkが は じめて

Spenserを 読 んで,そ の詩美 に魅せ られ,そ の

感動 をKeatsに 伝 えたのであ る。当時Keats

はす でにEnfieldの 学校 を去 り,Edmontonの

外 科 医院 の助手 となって,す でに三年 もす ぎて

いた のである。

1815年 に はこの詩のあ と,ToPeaceを は じ

め,Wittenon'加Dα 夕thatMY.Leigh

HuntZeftPrisonと,ToHope,さ ら にOn

receivingacuriousShell,andacopyof

TTeYSes,丿ケ0辮thesomeZadiesと,ToSome

Ladiesを 書 いている。 後の二編 は この頃友人

となったGeorgeF.Mathewの 妹Caroline

とAnneを さす ので あるが,Mathewと の 交

友 は夏 には じま り,秋 には終 っていた。 こん な

こ とは他 の友人 には見 られない ことであ り,情

誼 にあっ いKeatsに は 珍 ら しい ことで あ った。

これ らのい くつか の詩 のなかで,ToI-lopeを

見 る と,Keatsの 日常の心情 が もっとも如実に

顕 われ てい る と思 う。

WhenbymysolitaryhearthIsit,

Andhatefulthoughtsenwrapmysoul

ingloom;

Whennofairdreamsbeforemymind's

eyeflit

Andbarehealthoflifepresentno

bloom;

SweetHope,etherealbalm.uponme

shed,

Wavetheysilverpiniono'ermyhead.

孤 り炉 辺 に す わ り,忌 わ しい 想 い が

(12)
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暗くわが心 をつつむとき,ま た

うるわ しき夢が心のまぶたに浮ばず,

健康をそこねて皮膚は色つやをなくす時。

うるわ しい希望よ,軽 ろやかな芳香をわが

うえに撒きちらし,

銀の翼をわが頭の うえにはばたかせよ。

詩人にはまだ霧の よ うな想像力や空想が,訪

れて来 ないので ある。そ してhatefulthoughts

(忌わ しい想い)が,希 望の ない 目々を支配 して

い る。おそ ら くここには父 と母,祖 父 と祖母な

どの肉親 との,あ の悲 しい絶望的 な離別の感情

があるので あろ う。そ うした暗い絶望にはま り

込 む と,そ こか ら仲 々脱却す るこ との出来 ない

若 さが,ま だこの詩人 にはあった。そ して同 じ

ような,孤 独 に苦 悶す る 幼 き 目の 詩 人の姿は,

o,Solitudeと い うソネ ッ トに も見 るこ とがで

きる。 この ソネ ッ トは ユ8ユ5年 の秋 に書かれた

ものであ るが,Keatsは こ の年 の10月Ed-

montonのAbbeyの も とを離れ て,外 科 医の

免許 を取 るために,Londonに 来 たのである。

O,Solitude!IfImustwiththeedwell,

Letitnotbeamongthejumbledheap

Ofmurkybuildings

お お孤独 よ,お まえ と伴 もに住 まねば なら

ぬ なら,こ の陰気 な建物 で混雑 した ところ

はゆる して お くれ。

ここに見 られ るthejumbledheapofmurky

buildingsは,彼 がGuy'sHospitalSchool

に 入 るために住 む こととなったBoroughの 街

の雑踏 をさすのであ る。それは正確 にはDean

Street入 番(9)で あ り,LondonBridgeを 渡 っ

てす ぐ左手 に おれた ところ,Guy'sHospita1

は 至 近の距離に あった。 このあた りの当時 の模

(9)現 在DeanSt.8は,LondonBridgeSta-

tionと な っ て 存 在 し な い 。

(13)

様は,Prof.Bateの 近 著,ノohnKeatsのThe

Borough1820の 挿 絵 よ り推測 出来 るのである

が,近 くには刑務所があ った り,Keatsの 手 紙

によれば 「汚 な くてけものの住む よ うな所」(10)

だ った ので ある。だか らそれ はEnfieldやEd-

montonの 風 致には,と て も較 らべ ものにな ら

なか った。Keatsは`bornwithinthesound

ofBowbell'の,V・ う所の生粋のcockneyと

して 生 れ 落 ちたのであ るが,七 才の ときEn-

fieldの 学 校 に入学 して以来,約 十 年 とい うも

の,Londonに 住 んだ ことがなか った。 である

か ら久 しぶ りに,し か もそれが名代 の汚 ない場

所で あってみれば,こ の都 会生活に孤 独 といや

気が さすのは 当然であ ろ う。Keats兄 弟 の後見

人Abbeyは,Keatsを 一 人前の外科医に育て

るために,Guy'sHospita1に しば らく通わせ,

そ の免 許 を 得 た ら,や は りLondonの 在 の

Tottenhamと い うちU・さな町で,外 科 医院 を

ひ ら か せ る つ もりだ った。 そ してKeatsは

Hospitalで は,四 つ の講座 を 聴講 したのであ

る。す なわち解剖学 と生理学 講座(二 単位),薬

理 学 と実験(二 単位),化 学(二 単位),医 学材 料

(一単位)の 四 科 目 で ある。 翌1816年7月

Keatsは これ らの コース を修 了 し,修 了後満二

十才 になれば,自 動的に外科医 として の地方で

の開業免許(11)が 与 え られる ことにな っていた。

しか し満二十 才になって も,Keatsは 医家 とな

る道 を選 ばなかった。 こ の こ と でKeatsは

Abbeyと 口論 したヒ とがあ った。Abbeyは 自

分の意志 どお りにな らないので,腹 を立てたの

であ る。Keatsは コース 修 了 後 も,い わゆ る

dresserと して,こ のHospitalに つ とめてい

(10)J.Keats'Letter:ToC.ClarkeOct.,9.1816.

(11)BateはLondonで の 開 業 に は,Keatsの よ

うな短 期 講 習 は許 可 され ない と して い る。
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た。 その仕事は患者 の包帯 を取 り換えた り,傷

口を洗 った りす るのがせいぜいで,決 して面 白

い ものでは なか った。Keatsは 肉体 の解 剖家 よ

りも,精 神 の解剖家,治 療者 となる道 を選んだ

のだが,そ れには一寸の迷い もなか った。ただ

Abbeyの 憤 慨 は お さまる はずはな く,Keats

がPoemsを 彼 に送 ると,「 おまえの本 は難 か

しいばか りで解 らない,ど うせ解 った とした っ

て,い い とこは無 しさ」(12)とい う返事 がかえ っ

てきた。KeatsはBoroughに 住 んでいた とき,

一 度健康 上の理 由で海辺のMargateに 行 った

こ とがあるが,1816年i=,彼 は久 し振 りで

弟 たち と一緒 にCheapside,七 十 六番 に住む こ

とになった。ToBrothersと 題 す るソネ ッ トは

ここで書い たものである。

Small,busyflamesplaythrough.the

freshlaidcoals

Andtheirfaintcrackingso'eroursilence

creep

Likewhisperofthehouseholdgods

thatkeep

Agentleempireo'erfraternalsouls.

ち い さ な,赫 々 と も え る 烙 が 焚 き く べ た ば

か りの 石 炭 に 燃 え ひ ろ が り,パ チ パ チ は じ

く音 が こ の 静 寂 に しの び こ む 。

兄 弟 の 魂 の う え に 穏 か な 帝 国 が 支 配 す る 家

の 守 り神 の 囁 き の よ うに 。

ここにはBoroughで の 暗V・,退 屈な 日々の

心情 は霧散 してい る。暖炉の赫 々と燃え る石 炭

の焔 を眺めてい ると,兄 弟一緒に くらせ る幸 わ

せ が身 に しみ るので ある。 このCheapsideの

仮 居 は,Boroughの 下宿 とは雲泥 の差 があ っ

た。 この通 りはSt.Paulの 裏 がわ をは しり,

Oxford通 りにつ なが る可成 り広 い通 りで,石

(12)Bate:Ibid,p.117.

や練琵 の四,五 階だての,美 しい邸宅や商店が

並 んでV・て,落 ちついた風 格があ った。Charles

Lambの 住 い も こ の 近 くに あった。 この

Cheapsideで の 生活は,快 適 なもので あったか

ら,読 書や創作 の筆 もお のずか ら進ん だのであ

る。

この頃書かれた ソネ ッ ト,Tooneznhohas

beenZongincitypentと か,AfterdaYkva-

1)ourshaveopyessedourplainる こ`ま,よ うや く

先のBoroughで の 生活体験が,一 つの厚み を

この詩 にあたえ るまでにな っているので ある。

Toonewhohasbeenlongincitypent ,
'TisveY

ysweettolook.intothefair

Andopenfaceofheaven,‐tobreatha

prayer

Fullinthesmileofthebluefirmament .

都 会 で 長 い 間 と じ 込 め ら れ て い た も の に は

う る わ し く晴 れ あ が っ た 大 空 を 見 あ げ

蒼 い 天 空 の 微 笑 み を み て,祈 薦 の こ と ば を

口 に す る の は,こ よ な く美 し い 。

Cityの 意 味 してい るのは,こ こではCheap-

sideよ り は む しろ,「 動 物 の 住 む よ う な」

Boroughの 事 で あ り,不 快 な都市 の生活体験

と,つ ま り久 しぶ りに訪れ たEdmontonの 自

然 の悦 楽 とが,鮮 かに対比 され てい る。 そ して

今 まで余 り気付 かなか った よ うな自然 の美 しさ

が,よ り一層 意 識 さ れ る よ うにな って くる。

Keatsの 自 然 美 へのapProachは,Words-

worth(13)やHunt,あ るいは さらにさか のぼれ

ばChattertonや,Shakespeareや,Spenser

な どか ら,そ の 目を養 われ,imageを 形 づ くら

れ たのであるが,実 生活 の体験,つ ま り都市生活

と田園生活 との対比 などが,意 識面 でか な り影

(13)ThoraBalslev:KeatsandWordsworth

Copenhagen,(1962)はKeatsとWordsworthの 関

係 比較 を論 じた最 近 の注 目す べ き業 績 で あ る。

(14)
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響を及ぼ していることも否 め ない事実だと思

う。

**

WrittenonthedaythatMr.LeighHunt

leftPrisonを 書 いた のは,1815年2月2目

で あるか ら,こ の詩集 の中では もっとも初期に

書 かれ た もの と見 られ る。KeatsがHuntに

実 際 に会 った のは,1816年 の秋で あるか ら彼は

まだこの先輩詩人,批 評家 にこの ソネ ッ トを書

い た とき一面識 もなか ったのである。Keatsを

Huntに 引 き 合 わ せ た 人 物は,先 に挙げた

CowdenClarkeで あ り,Clarkeは 当 時 自由主

義 的な,進 歩的啓蒙雑誌Examiner誌 の 愛読

書 であるばか りでな く,こ の 主 筆 をつ とめる

Huntと 親 交 を深 めるよ うになっていた。で あ

るか らKeatsもClarkeを 通 じ て 古 くか ら

Huntの 存 在 を知 っていた し,Examinerに 掲

げ られ る進 歩 的 な 論 陣 に 共感 を憶 え,The

StoryofRiminiで はNewPoetryの 傾 向を

尊敬の 目ざ しで見つめたのであ る。 さてLeigh

HuntはExaminer誌 上 に,カ トリック教徒

解 放や,国 会 の改革,課 税制度 の改革,奴 隷売

買の禁止な どの 進歩的 な筆 を ふ るっていたが,

1812年,時 のPrinceRegentの 不 敬罪 に とわ

れ,五 百 ポ ン ドの罰金 と二年間の懲役刑 を宣せ

られたのであ る。 これは 自由主義 思想 を奉ず る

シンパたちに とっては,可 成 りシ ョックキ ング

な出来事であ った。1815年2月Hunt出 獄 の

目は,だ か らKeatsに と っても内心か らの喜

びが こみ上 げて きた のである。

Whatthough,forshowingtruthtoflat-

ter'dstate

KinclHuntwasshutinprison,yethas

he,

Inhisimmortalspiritbeenasfree

Asthesky-searchinglark,andaselate.

見 せ か けばか りの国に真 実 をしめす ために

優 しいハ ン トが牢獄 につながれ た とは,

だ けれ ども彼の永遠の魂は,大 空 に飛翻す

る雲雀の よ うに,

自 由で,意 気 さかんだ。

(15)

これ らの詩行 にKeatsのhumanitarianと

して の側面,そ して政治問題 に対す る珍 ら しい

ほどの 熱 っぽい感情 を 読み とるこ とができる。
ハ

い うなれば このソネ ッ トは,Huntへ の讃 歌で

ある と同時 に,英 吉利の進歩思想に対す る讃 歌

でもあった。 さらに言 うなれぼ,Keatsの 政 治

思想 は,同 じ頃書かれ たToPeaceや ポ ーラ

ン ドの革命家Koskiuskoの 讃 歌 にも明白に顕

われ てい るのであるが,こ れ ら一連の詩は決 し

て低 く評価 してはな らない と思 う。Keatsは こ

の当時 においては,Pettet(14)の 指 摘す るよ う

に 「左翼」 であったのである。そ して こ うした

影響 は,Huntか ら もっとも多 く受 け とめた と

言 ってよいのである。

Clarkeは こ のHunt出 獄 の ソ ネ ッ トを,

Huntに 見 せ た りして,他 にもKeatsの 詩 を

い くつか持参 した りして,Huntに 友 人の詩 を

前 もって紹介 しておいたので,HuntもKeats

が た だの 新 進 詩 人 と は思 えず,1816年 の 秋

ClarkeにKeatsを 伴 って来 るよ うに言 ったの

であ る。かれ らは早速HampsteadにHunt

を訪 ねた。そ してKeatsに と って,Huntは

は じめて出合 った 最 初 の 詩人であ った。時 に

Huntは 三 十二歳,Keatsは 九 歳年下の二十一

歳で あった。Keatsの 初 期の詩 にHuntの 影

響 をみ るのは,Finney,W・Bayer以 来 の文学

史上 のclichesで あ るが,そ れは心理的 な側面

(14)Pettet:.OnthePoetryofKeats(1957)
CambridgeUniv.Press,p.288.
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らよ り重要視 され なければ ならない と思 う。 し

たがって 「Huntの 不 快 な マ ンネ リズムが,

Keatsの 初 期の詩 のあらゆ る場面に出て くるの

は,決 して不幸な ことではない」(15)とい う指摘

は,Keatsの た めに名誉 な ことにちがいなU・。

処女詩集 の扉 につ けたDedicationに は,

Whenunderpleasanttrees

Panisnolongersought,Ifeelafree,

Aleafyluxury,seeinglcouldplease

Withthesepooro稀e血gs,amanlike

thee.

た の し き 木 々 の 下 に 牧 神 は も う見 当 ら な い

が,

わ た し に は,こ ん な 貧 し い 捧 げ 物 で も

あ な た の よ う に 喜 ば せ る こ とが 出 来 る の だ

か ら,

自 由 な,葉 の 茂 み の 悦 楽 を 感 じ る 。

と並 々な らぬ 敬 愛 を そ そ いでい るのであ る。

HuntはKeatsに と って始めて知 遇 を得た,唯

一 の規成詩 人であ り
,Clarkeを 通 じてHunt

の あ と押 しがあ ったために この詩集 が 日の 目を

見 たのであ るか ら,Huntへ の献詩 を扉 にもっ

て来 た,こ の若 き新詩 人の心情 は充分 に理解 で

きるのであ る。KeatsはHuntか ら悪い影響

を受 けた とも指 摘 される ことがあるが,彼 の詩

に 社 会 的 な ひ ろが りと厚み とをあたえた し,

1815年 の 春 のTheStoryofR珈 翻 は,保

守 的な批 評家たちは これ を問題 に しなかったけ

れ ども,KeatsはByronと と もにこの詩 に魅

せ られ たのであ る。そ して 「処女詩集 のなかで

もっともよい ものはHuntか ら影響 された」(16)

とV・うGriersonの 言 のよ うに,IStoodtip-

toeduponoLittleHillとSleepandPoetry

(15)Bate:Ibid,p.78.
(16)GriersonandSmith:ACriticalHistory
ofEnglishPoetry(1950)ChatoandWindus,p.373.

(16)

には,む ろんElizabeth朝 のSpenserは も と

よ り,Wordsworthに い たるまでの影響 も明 ら

かであ るが,こ の処女詩集 の中での二番 目に長

いIStoodの 詩 の副題 に も,TheStogyof

Riminiか らの詩行,Placesofnestlinggreen

forpoetsmadeを 持 って来たの を見 て も,今

更Huntの 影 響 を細部にわた って例 証す るま

で もな く,そ の心理的な影響 の大き さは,充 分

首肯 し得 るので ある。

さてonfZYStlookingゴ 鋭oChapman,S

Homerは,ユ816年 の秋10月Boroughに 住

んでいた当時,た また まLittleWarrenSt.の

義 兄 の家 に 下 宿 してV・たClarkeを 訪 ねた と

き,彼 か らHomerの 訳 本 を見せ られ,そ の夜

は ふ た り で 夢 中 に なってChapman訳 の 厂

Homerを 読 み,そ の感動 をソネ ッ トにた くし,

同年Examiner誌12月 号 に 掲載 され たので

ある。 しか しこの詩の 創 作 の 過 程 をみ ると,

Keatsの 希 有の天才が如実にあ らわれてい るよ

うに思 われる。す なわ ちその夜KeatsとClarke

とはHomerを 夢 中で読んでい るうちに,い つ

の間にか朝が来て しま った。詩人は興 奮のさめ

や らぬ ままBoroughへ の 家路についた。ふつ

うならばWarrenSt.か らBoroughま で は,

あ るい てものの三十分 もかか らない ところにあ

った。 だがこの朝の路は,一 時間近 くかか った

かも知れ ない。KeatsはHomerの 感 動 をゆ っ

く りと噛み しめるよ うに,そ して ソネ ッ トの詩

形 とい う枠 のなかで,詩 想 を練 りなが らゆっ く

りと歩 いてい った。 この ソネ ッ トは,二 時間か

ら四時 間のあい だに書 きあげ られた と推測 され

ている。MissLowe11が 初 稿 だ と言 い,Fin-

ney(1?)が 恐 らく再稿 にちがいない とす るLo一

(17)Finney:The.EvolutionofKeats'Poetry,
RussellandRussell,p.121(1963).
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wellCollectionの 原 稿 と,1817年 詩 集 におさ

められた この詩 との問には,殆 ん ど基本的に修

正 ら しきもの を施 していない事実は,Keatsの

天 才 の偉大 さを もつ とも現実 に顕わ した もので

あろ う。

**

Keatsの 処 女詩集は彼の後の詩集Endymion

やLamia,Isabella,TheEveofst.Anges

andotherPoemsに 比 較す るまで もな く,彼

の1814年 か ら1816年 ま での 自伝 とも言4・得

るよ うな,経 験 を時 間で追 う詩や,あ るいは書

翰詩 な どが多 くお さめ られてい る。そ して詩人

としての想像力 をふ まえて,ひ とつ の主題へ の

接近 を示そ うと してい る作品は,Calidoreと,

IStoodtip-toedupontheLittleHZZZと

SleepandPoetryの 三 つの作 品にす ぎない。

1816年 の春に書 きは じめたSpenserぶ りの習

作Calidoreは,6月 に はも う筆が進 まな くな

って,も う一 つの長詩Istoodに 取 りか か った

のであ る。Keatsは この詩には,そ の 副 題 に

HuntのstoYyofRiminiか らの詩 句 「詩 人

のために作 りのべ られた緑 りの しとね」Pleaces

ofnestlinggreenforPoetsmadeの イ メー

ジを想い浮べ なが ら,他 方で ギ リシア神話 の美

少年Latmos山 のEndymionの 主 題 を探求

していたのは確 かである。 しか しその主題 はほ

んの 糸 口 を 掴 かんだにす ぎなか った。 そ して

Endymionが 愛 の倫理 と 感覚 を 顕現 した 物語

性 をもち,そ れ を 想像力 の テス トとす るには,

ま だ後 の時間が必要で あった ので ある。で ある

か らIstoodに お いては,い わゆ るHunt的

な`leafyluxury'の ム ー ドに止 まった と言 う

こ とができよ う。Finneyの 解 釈 を援用す るま

で もな く,そ こにはWordsworth的 な 自然 の

感興に よって生ず る恍惚状態 も,Shakespeare

を は じめElizabeth朝 叙 情詩人 のイメージも看

過す ることができよ う。

Istoodは 前 作Calidoreよ りも空 想の翼 は

はばたいた感が あるけれ ども,主 題 を展開 し得

なU・fragmentに 終 ってU・る。 この筆 をお って

す ぐに 書 きは じめたのが,SleepandPoetry

で あ る。主題 の喪失 とい う点 から観 る と,Sleep

andPoetryは 一 見それ らしき ものを有 しては

い るが,真 の主題 は獲得 し得 ないのであ ってみ

れば,や は りIstoodと 同巧 異曲 と言 わねばな

らない。 す なわち この詩 の主題 は,Augustan

詩 へ の反抗 とアンチ テーゼを うたい 出 してい る

点 と,詩 は人生 を高 めるものでなけれ ばならな

い とい う 二 つ の 主 題 が か らんでい る。 だが

Augustan詩 へ の 否定 と 反抗 を示す に して も・

詩の高貴な 目的 を明示す るに して も,そ れ らの

主題が形象化 された時 こそ,そ の詩は存在 し得

るので ある。SleepandPり θ尠 には主題の意

図は,あ る程度明確に表現 されてい るけれ ども,

そ の主題 が真 のシ ンボル と形象 を得た とは言 い

得 ないのである。 しか し こ の 詩 に して も,I

stoodに して も,主 題 の明確 さを欠 くけれ ども,

Keatsの 初 期の詩 の もつ,も っとも繊 細華麗 な

表現 に,ToAutumnやTheFallofHyperion

のmaturityに 到 達す る,ひ とつ の萌芽 を見 出

す こ とは出来 るのである。た とえば,

(17)

Herearesweetpeas,ontip-toefora

flight

Withwingsofgentleflusho'erdelicate

white,

Andtaperfingerscatchingatallthings,

Tobindthemallaboutwithtinyrings.

こ こ に 上 を 向 い て 飛 び 立 と う とす る ス ィ ー

ト ピ ー が 咲 い て い る。 繊 細 な 白 に や さ しい

紅 らみ を さ した 花 片 と,先 細 い の つ る が も

の み な を掴 も う と,ち い さ な 輪 を か い て 捲
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き つ い て い る 。

Whereswarmsofminnowsshowtheir

little .heads,

Stayingtheirwavybodies'gainstthe

streams,

Totastetheluxuryofsunnybeams

Temperawithcoolness.Howthey

everwrestle

Withtheirownsweetdelight,andever

nestle

Theirsilverbelliesonthepebblysand .

Ifyoubutscantilyholdoutthehand ,

Thatveryinstantnotonewillremain;

Butturnyoureye ,andtheyarethere

again.

Theripplesseemrightgladtoreach

thosecresses,

Andcoolthemselvesamongtheem'rald

tresses;

TheWhlletheyco●1themselves,they

freshnessgive,

Andmoisture,thatthebowerygreen

maylive

そ こ に 柳 ば え の 群 れ が,小 さ な 頭 を 動 か し,

流 れ に 逆 ら い,き ら き ら と上 る 魚 体 を と ど

め,

冷 風 を さ そ う陽 光 の た の しみ を 味 わ っ て い

る 。

そ れ は 甘 い 愉 悦 に ひ た り,さ ざ れ 石 の 川 床

に

銀 い ろ の 腹 を い つ もす り寄 せ て い る 。

も し も お ま え が す こ しで も 手 を 出 した ら,

み ん な は す ば し っ こ く 逃 げ て 行 っ て し ま

う。

だ が 目 を 転 じ て 再 び そ こ を 見 て ご ら ん 。

さ ざ波 は こ の み ず た が ら し を ぴ ち ゃ ぴ ち ゃ

させ,

ま た 瑠 璃 い ろ の 茎 の 根 を 冷 や しな が ら,た

の し ん で い る 。

さ ざ波 が 水 を ひ や し,う る お い と 活 性 と を

与 え れ ぼ,

生 い茂 るその水草 もいきいき しよ う。

こ うした詩句は,主 題 とか らませてみ るなら

ば,た しか に冗慢にす ぎる し,主 題 を曖昧 にこ

そすれ,真 の 象徴性 を 具備す る とは言 い難 い。

しか しこ うした詩句をそれ 自体,あ ま り確かで

はないその主題 と切 り離 してみるな らば,単 な

る 自然描写 以上の もの を 示 している よ うに 思

う。す なわちこの詩人 が,詩 人 としての 自覚に

立 った とき,彼 のまず は じめに見た ものは,こ

うした 自然 であったのだ。 自然 の様態 を,で き

るだけ美 しく描 き出す こ と,こ こに新 しい詩 の

世界 と彼 のイ メージが拓かれて ゆ く。 それはち

よ うど,ル ネ"ーサ ンスにおける 人 間の発見が,

即 自然 の発見で あった よ うに,Keatsの 人 間 と

しての解放が,こ うした詩の行間に行 き渡 って

い ることを見逃す ことはで きない。 それがた と

い未熟ではあ って も,要 するに彼がまだ ことば

を発見す る以前の過去か ら,い まは こ うした 自

然 を通 して未来の可能性にむか って 自我 を解放

したのであ る。 この ことの意 味は,こ の処女詩

集 を評価 す るぼあいに,決 して忘れ てはな らな

い。

Keatsは この頃すでに`Sceneryisfine厂

buthumannatureisfiner'(is)と い う考えを

もっていた。 それ はIStoodか らSleepand

Poθ尠 にいたる と一 層明確 にな り,後 者 にお

いて`humannatureisfiner'を よ り具体的

に,顕 わそ うとす るので ある。 しか しここで も

彼 は,詩 人 としての 自覚 を表 明す るに とどまる。

Yes,Imustpassthemforanobler

life,

WhereImayfindthe .agonies,the

strife

Ofhumanhearts.

(18)J.Keats'Letter:B.BailyMar.,13.1818.

(18)
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そ うだ,わ た しはそれをより高貴な人生に

まで 高めねばならぬ。人間の心の苦悩と,

闘いとがそこにあるのだ。

新 しい詩の主題は,主 題 としてはここで明確

にされたのである。 しか しながらその主題の真

の シンボルは,詩 のなかに定着 してい ない。 こ

の詩において も,詩 人 が美 として捉 え,そ れ に

イ メージ を与 えている ものは,自 然であ り,な

かんず くFloraやPanの 世 界 であった。

(19)


